[文書4] 原家文書目録 請求記号・文書4 by unknown
〔文書 4] 
原家文書目録
請求記号 ・文書4
原家文書解題
〔旧蔵者] 未詳(伊勢国鈴鹿郡小岐須村原家旧蔵)
〔文書数] 98点 (79冊・ 19通)
【本館収蔵] 昭和40年購入
C文書の伝来]東京の書擦から購入したものなので、伝来経過や旧蔵者は未詳である。しかし、
本文書の内容から検討して、 ζれは伊勢国鈴鹿郡小岐須村(三重県鈴鹿市小岐須)の庄屋を勤めた
原家のものである乙とがわかるので、表題のような文書名にした。庄屋文書としては、 98点と点数
が少なく、他の部分がどうなっているのか現地調査をしていないのではっきりしない。
本文書中には、同家に関する系図や由緒書の類が皆無なので、詳しいζ とはわからない。断片的
に文書作製者あるいは請取人として名前がみられるだけである。主な人物名をあげておくと、原善
兵衛(寛文11年~元禄8年)、同幸助(享保20年)、同吉次郎(安政2年)、同九右衛門(文久3
年~慶応2年)、同九郎八(明治4年)、同九右衛門(明治16年)などであり、いずれの場合も小
岐須村庄屋として出てくる。慶応2年の宗門人別改帳(文書番号33)によると、乙の時の原家の家
族織成は、原九右衛門 (36才)、女房 (29才)、男子一二郎(6才)、父吉兵衛 (60才)、母 (58
才)、妹乙の (31才)の 6人であった。ちなみに同帳での小岐須村の総人口は389人であり、男203
人女186人という内訳になっている。原家のE那寺は、高田宗遍照寺である。同家についてζれ以
上の乙とは不明である。
次に、原家が庄屋を勤めていた小岐須村のζとに少しふれておきたい。 三重県鈴鹿市の郊外で、
鈴鹿駅から西北約15同位のと乙ろにあり、平野から山間部へ入る付近に立村している。古い郷名ら
しく、延喜式神名帳には 「小岸」と出てくる。江戸時代の村高は元禄8年に613石余であり、惣町
反は42町4反余となっている(同 3)。鈴鹿郡はほぼ全域が亀山藩領であって、江戸初期にはひん
ぱんな領主交替が行われ、延享元年に石川氏が入封して6万石を領し、幕末まで続いた。小岐須村
は、寛永14年K検地が行われ、その写が2種本文書の中に残っている(同4・6)。それによると、
回23町余、畑25町余、合計48町余、分米606石余となっている。明治5年のものであるが、 「租税
皆済帳J(同46)によれば、その貢納関係は以下のようになっている。
1、高652石7斗 l合
此貢米207石3升 5合内米87石2斗 米納
米119石8斗3升 5合 石代納
1、金2円34銭5厘
l、金73銭5厘5毛
此代金375円67銭 5厘6毛
山税
竹薮地税
1、米6石2斗 l升 1合 日米
此代金19円47銭 1厘2毛
l、金l円11銭 1厘4毛 茶税
1、金56銭 6厘7毛
l、金 l円
納合米87石2斗
水車税
牛馬商税
金400円90銭 5厘4毛
以上によって、村方稼の内容が、田畑を中心としながらも、山林、茶栽培なども行っていたことを
知ることができる。本文書の中には、年未詳ながら村明細帳が1冊残っている(向52)。残念なが
3 
4 
ら前欠であり、主要事項はわからないが、御蔵 ・寺院2ケ所、石灰3ケ所、山林9ケ所、関駅へ助
郷役を出すことなどが知られる。なお、小岐須村の庄屋は原氏がほぼ世襲しており、他にもう 1人
庄屋がいる。その下lζ肝煎りが3人、組頭が3人いたようである。
C文書の内容1内容的には村方の村況を示すような基本帳簿類が主であり、数量は少ないが一応
のまとまりをもっている。いずれも典型的な庄屋引きつぎ文書であり、名寄帳(同 l・5)、新田
帳(同 2・3)、検地帳(向4・6)、御用留(同9・22・39)、宗門改帳(同33)などの村方五帳を
はじめ、法令写 (36・45)や、年貢関係の帳簿が多い。しかし、全体の数量が少ないため、同種の
ものが各l点ぐらいしかなく、年代をおっての変化を調べるのには困難な状況である。原家個人に
関するものはほとんどなく、いずれも村政に関する公的なものである。最古のものは寛文11年の名
寄帳である。寛政期までのものは 6点しかなく、 他はみな幕末から明治初年にかけてのものである。
特筆するようなものもみあたらず、ごく普通の庄屋文書といえる。ただ、明治元年9月の 「御条目
之写」は維新改革に際しての村方への布告で、内容的には江戸時代の触書類を踏襲してはいるもの
の、新政府の発布したものとして注目される。もう 1つは幕末の動乱に関しての城州橋本の陣屋へ
詰めた時の日記(同25)で、簡単な記事ではあるが参考になる点が多い。さらに年禾詳ではあるが、
明治初年と推定される 「田畑其外直段調帳」によって、当時の物価を知る ζとができる。いずれに
しても全体の数量が少ないので、 ζの文書だけで何か研究する乙とは無理であろう。また、 ζの鈴
鹿地方に関しては、既成の地方史誌類にもまとまったものがみられず、一層その研究をむずかしく
している。従って、本文書も ζれまでほとんど知られておらず、今後の調査にまっと ζろが多い。
上野村領団地名寄写
小岐須村原善兵衛→ 寛文11年正月 竪帳
1冊
新田畑丑ノ改出張之写
小岐須村庄屋善兵衛→元禄2年8月 竪帳
1冊
本田畑川成地等一切村之分覚帳
小岐須村庄屋善兵衛→ 元禄8年正月 竪帳
1冊
寛永拾四年検地帳並名寄書上帳写
小岐須村庄屋幸助→享保20年3月 竪帳
2冊
田畑名寄帳
小岐須村庄屋原忠兵衛他2名→ 寛政3年
9月竪帳1冊
寛永拾四年検地帳並名寄書上帳写
小岐須村圧屋原忠兵衛→ 寛政4年正月
竪帳2冊
砂入団引奉願候帳
小岐須村庄屋中西八郎右衛門→小林武平
弘化3年9月竪帳l冊
役附之祝儀申受帳
原吉次郎→安政2年12月 横帳1冊
御用万留帳写
原吉次郎→安政3年正月 横帳1冊
田地売渡証文写
小岐須村→安政3年3月 竪帳l冊
庄屋屋舗引奉願上候帳
小岐須村→安政4年8月 竪帳1冊
御免状写
小岐須村→安政4年明治3年竪帳
14冊
仕送ニ付持未進五ヶ年精誠割付帳
小岐須村→安政7年3月 横帳l冊
無鉢並難渋未進仕送り願上帳
小岐須村→安政7年3月 横帳1冊
申年御年貢納米金請取帳
小岐須村→万延元年10月 横帳1冊
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当社外屋造営記
神主館石見正尭正→文久元年4月 竪帳
l冊
不植田引奉願上候帳
小岐須村圧屋森田平三他4名→野原勘右衛
門文久元年8月竪帳2冊
新聞林並薮御運上地下寄帳
小岐須村→ 文久元年10月23日 横帳1冊
去巳年四ヶ年分直段間差引帳
小岐須村→文久2年2月改横帳1冊
去成年御年貢米過未遂算用写請取券帳
小岐須村→文久3年8月 横帳1冊
桃林寺一件断一札連判帳写
同行中→文久3年12月 竪帳 1冊
御用留
原勝由→文久3年一慶応、元年竪帳3冊
頼母子仕方帳
講元遍照寺→元治元年3月 竪帳1冊
八幡御陣屋江出立道中入用帳
原九右衛門→慶応元年間5月 横帳1冊
城州橋本御陣屋万日記
原九右衛門→慶応元年閏5月 横帳l冊
御兼幣役中諸勘定差引帳
原九右衛門→森田平三慶応、元年8月
横帳2冊
善光寺参詣ニ付留主見舞到来覚
原吉兵衛→慶応2年 3月 横帳1冊
寅年畝引帳
小岐須村→慶応2年9月 竪帳1冊
宿村人足生立足荷方取調帳
小岐須村→慶応2年11月 横帳l冊
寅年田畑夫々高揃継取合点帳
小岐須村→慶応2年12月 横帳l冊
寅年小算用品々継渡合点帳
小岐須村→慶応、2年12月 横帳 l問
寅年御年貢納米諸取帳
小岐須村→慶応2年12月 横帳l冊
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宗旨御改帳
小岐須村→慶応2-3年竪帳2冊
人数増減帳
小岐須村→慶応3年6月 横帳l冊
助郷諸入用書上帳
小岐須村→慶応3年10月 竪帳l冊
御篠田之写
明治元年9月 竪帳1冊
新開林並薮御運上銀取集帳
小岐須村→明治2年10月 横帳1冊
年々荒之内開発場所取調帳
小岐須村→明治2年12月 横帳 l冊
御用留
原勝由→明治3年竪帳l冊
新開林並薮御運上銀取集簿
小岐須村→明治3-4年横帳2冊
村高書上帳
小岐須村庄屋原九郎八・肝煎徳田重平→
明治4年12月竪帳1冊
皐損田並畑御免間引年継御願帳
第六大区四之小区小岐須村→ 明治5年
4月竪帳l冊
井堰川園普請竹木代金下付願書
鈴鹿郡小岐須村→三重県庁 明治5年4月
竪帳l冊
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早損田川欠畑他年継願上帳 44 
小岐須村→明治5年6月 竪帳l冊
御布告ノ写 45 
原→明治5年10-11月竪帳l冊
明治五壬申年租税皆済帳 46 
小岐須村→明治6年 5月 竪帳l冊
地券大量人夫賃並飯万諸入費帳控 47 
小岐須村→明治6年12月 横帳l冊
原吉兵衛病気見舞到来帳 48 
原九右衛門→明治16年 9月 横帳1冊
第四等御幣川堤防修繕工費仕様内訳書 49 
鈴鹿郡椿村大字小岐須請負人原敬三→
明治32年 2月17日竪帳1冊
原家文書
四等御幣川通堤防修繕工事仕様帳
鈴鹿郡椿村大字小岐須→ (明治32年
2月) 竪帳1冊
田畑其外直段取謁帳
第六大区四之小区鈴鹿郡小岐須村→
(明治初年) 竪帳1冊
小岐須村明細書
圧屋九郎八他2名→ (明治初年) 竪帳
1冊(前欠)
田方検地水帳写
小岐須村→ (明治初年) 竪帳1冊
畑方名寄帳写
小岐須村→ (明治初年) 竪帳l冊
禾進利平均
圧屋・肝煎→(年不詳)辰3月 横帳l
冊
山本村琴三郎永謹慎御免方歎願書
小岐須村→ (年不詳)2月 中紙 1通
村入用金銭覚
(年月日不詳) 横帳3冊
〔新開地取調図]
(年月日不詳) 中紙8枚
[文書入袋]
(万延明治) 小紙10枚(中味欠)
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